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ビジョンを実現するアプリ

共助と自尊心が生まれる
場と仕組

安心・安全に使える
車と運転支援

お出かけしたくなるような
身体と気持ち

高度運転支援

ドライバ
エージェント

高齢者特性
データベース

インテレクチャルガラス

今日の栞アプリ
（外出促進コンシェルジュサービス）

スマートチェア

歩行支援ロボット

ゆっくり自動運転®

コミュニティ・サポート・
システム（CSS）

ぴったりナビ®
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本日の６つのトピックス

インテレクチャルガラス

ゆっくり自動運転®

今日の栞アプリ
（外出促進コンシェルジュサービス）

コミュニティ・サポート・
システム（CSS）

歩行支援ロボット

ドライバエージェント
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①対象とする社会問題・提供する価値

高齢者が元気になるモビリティ社会
安心・安全に使える

車と運転支援
お出かけしたくなるような

身体と気持ち
共助と自尊心が生まれる

場と仕組

ドライバエージェント

問題：加齢による機能低下から，運転に不安を
覚えながらも，家族に負担を掛けたくない
思いで，買い物や病院などに出かけるため
運転を続けている．

価値：加齢で苦手になってしまう運転能力を補う，
サービスやアシスト機能があることで，
好きな年齢まで安心して安全に運転を続け
られる．

高齢者特性と運転指導分析に
基づく支援
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②研究開発状況

高齢ドライバの事故率の増加

加齢の影響

生体機能の変化
認知機能，視機能，
身体機能の低下

運転への

過度な自信
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②研究開発状況

ドライバの生体機能と交差点衝突率の関係

視覚情報処理能力が衝突率に影響 [1]

－マルチタスク能力，注意維持・配分能力，側方警戒，

周辺視野など

[1]田中貴紘ほか: 高齢者を含むドライバの一時停止交差点通過時の運転行動と生体機能の分析- 運転寿命延伸を目指したドライバ運転特性研究 - , 自動車技術会論文集, Vol.48, No.1, pp.147-154,2017.

自分の機能低下を認識している人/いない人を比較

認識している人は
生体機能の影響が小さい！

より安全な運転に変容
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②研究開発状況

低下した生体機能を向上させることは困難だが…

機能低下・運転行動の自己認識から安全な運転行動への変容を促す

高齢ドライバ群

運転行動の自主的な改善 若い頃の運転そのまま

高い事故率低い事故率

生体機能の
高低の影響低下

支援に対する高い受容性 支援の必要性に対する不理解

自身の運転・能力を自覚 自身の能力・経験を過信

[2] Ian Edwards著，太田博雄監：ドライバーのための自分づくり教育－コーチングのすすめ－，SMAサポート株式会社，2014．

高齢ドライバの事故を減らすには…（１）
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②研究開発状況

高齢ドライバの事故を減らすには…（２）

同乗者効果：同乗者がいると事故率が低下
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②研究開発状況

高齢ドライバの事故を減らすには…（２）

アンケート調査：誰からのアドバイスであれば受けても良いか？

理想的な同乗者は？

56％
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②研究開発状況

ロボットと一緒に出かけ，運転見守りの「相棒」へ

運転行動改善を促すドライバエージェント

信頼感・愛着による受容性の醸成

運転中 運転後（自宅など）

運転見守り
（注意喚起，運転行動示唆）

運転振り返り
（運転評価，インタラクション）

見通し悪い
ですよ

もう少し左右確認
をしましょう

危ない運転に
気づき“改める”
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②研究開発状況

クラウド

ロボット

スマートフォンアプリ

車両

センシング
振り返り
支援

運転支援

エージェント制御 ビッグデータ化
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②研究開発状況

①エージェントは受け入れられる？使いたい？

②エージェントは運転の邪魔にならない？

実験・検証

異なる形態で同様の運転支援を行った際の影響を分析

• 音声エージェント：従来のカーナビ

• 映像エージェント：運転席付近のモニタにキャラクタを表示

• ロボットエージェント：運転席付近にロボットを設置
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②研究開発状況

モニタ上にロボット
キャラクタを表示

ロボットを設置
（映像と同じ場所・大きさ）

実験参加者：高齢者30名72.5歳，非高齢者30名（50.2歳）
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②研究開発状況

①エージェントは受け入れられる？使いたい？

• 高齢者：音声よりも動作音・気配で分かり易い

• 非高齢者：映像は見ないと分からないので煩わしい

高齢者
の評価

非高齢者
の評価

ロボット 映像 音声

ロボット 映像音声

＞ ＞

＞ ＞

受容性・使用意欲に関する主観評価結果

高
齢
者
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②研究開発状況

②エージェントは運転の邪魔にならない？
運転中の注視点分析結果

ほとんどロボットを見ない

高齢者：音声のみの方がかえって注意を逸らす

• 運転中ロボットを注視する時間比率：高齢者0.6%，非高齢者1.3%

• 音声で最も発散/ロボットで最も収束：内容が聞き取れず対象を探す
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③目指す商品・サービス

• 本研究テーマの目指す商品・サービス

• 想定顧客：損害保険会社・自動車保険部門

• 損害保険会社のニーズ

• 適切な保険料に設定したい：保険料算出の根拠となるデータが欲しい

• 事故を減らし保険金支払いを減らしたい：安全運転するよう働きかけたい

日本損害保険協会「ファクトブック2016」

損害保険収入の約6割が自動車関連

減収
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③目指す商品・サービス

自動運転技術
を応用した

データ収集技術
と認識技術

事故リスクを
低減する

運転行動評価

高齢者特性/運転指導
分析に基づく

ロボットによる
運転支援

特許出願：名古屋大学・トヨタ自動車
特願2016-163706，特願2016-163702，特願2016-163697


